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日時 令和 2年 2月 25 日（火）15 時 30 分～16時 30 分 

場所 本校大会議室（東館２F） 

出席者 

委員：田中保和（会長）、梅田和子、串田ゆか、正田洋子 

事務局：松本校長、森教頭、竹島事務長、中角首席、野坂首席、辻本教諭（SSH）、新井教諭（GL） 

    瀧瀬（記録） 

次第 

１．校長挨拶 

２．報告・協議 

３．その他（次回連絡） 

議題 ◎本年度の取り組みの評価と来年度の改善に向けて 

議事録 

１．「第 2回学校運営協議会以降の学校の様子について」〔校長より〕 

・部活動 

・課題研究及び国内、海外研修 

・広報活動 

・四條畷市との連携 

・その他の学校行事 

２．「平成３１年度学校評価と令和 2年度学校経営計画」〔校長より〕 

・畷校アンケートの分析結果 

→ 学校への生徒満足度は、高く、保護者からも高評価を得た。 

→ 担任以外にも悩みや相談に親身になって応じてくれる先生がいると答えた生徒は微増。 

→ 人権教育についての教員間での話し合いは十分ではない、という自己評価。 

→ AL 事例集作成は未実施（取止め） 

・令和 2年度の目標 

→ 次期学習指導要領に対応した指導を実践し、円滑な移行に備える。 

３．「平成 31 年度進路状況について」〔主席から報告〕 

・指定校推薦は増加 

・国公立 AO 入試の受験者数は減少傾向 

→ 合格率は上昇傾向。生徒、教員の準備の充実が図られている。 

４．「平成 31 年度 GL 部の活動報告」〔教諭から報告〕 

国際交流 

・ベトナム医療ボランティアツアー（12 月 19～24 日） 

・如月杯 NawaTED Junior（2 月 6 日） 

・オーストラリア研修（3月 7日～18 日実施予定） 

・AUS 森林火災を知り、学校で募金活動を実施 

・英検団体受験 

課題研究授業 

・2年生成果発表会 

・課題研究活動外部発表の成果 

・課題研究活動を活かした入試結果 

・今後の課題 

SSH 

・SSH 第Ⅱ期 2年次を振り返って 

→ 探究は好きか、という問いに対して生徒 6割が否定。 

→ 自分の設定した研究に対して満足いく活動ができなかったのでは。 

→ 教員、生徒ともに多忙な中、研究力の裾野を広げていかなくてはならない。 

５．「生徒状況について」〔教諭から報告〕 

・真面目な生徒が多い。 

・様々なプレッシャーにより学校に足が向かなくなる生徒が増えている。 

・スクールカウンセラーの協力を得ている。面談の希望は多い。 

・ケース会議の増加。 

【委員からの意見・質問】（→の後は回答） 

・〔梅田〕課題研究の取組の生徒満足度が振るっていない。 

→ マイナス意見を持つ生徒は一定数いる。理由は忙しさ、書類提出の面倒さ。 

・〔串田〕課題研究が大学入試に繋がっていることが素晴らしい。 

・〔正田〕2年生から 1年生に課題研究に関する「引継ぎ会」みたいなものはある？ 
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→ 直接的な接触は無く、文書での共有が多い。 

→ どうして生徒は忙しいのかを調査して改革や指示が必要なのかなと。 

・〔会長〕成果発表会の後などに、交流タイムを確保してみては？ 

・〔会長〕課題研究があるということを把握せずに入学している生徒はどれくらいいる？ 

→ わからない。生徒の学校への満足項目に課題研究という項目は作られていない。 

・〔正田〕期日通りに課題を出さないと学校に行きにくい。けれど支援体制は整っていて安心。 

・〔正田〕成果発表会の質疑応答は厳しい、という意見だが、生徒たちは奮闘していた。 

・〔梅田〕素晴らしい成果を残したプレゼンを下級生に共有する場を設けてみては？集会など 

・〔会長〕評価の◎、〇の扱いが気になりました。 

・〔正田〕3年生向け年明けの特別講義に感謝しております。 

・〔梅田〕卒業生などにテスト期間に来てもらって質問対応を任せる。 

→ チューター制度はあるが、思うような活用はされていない。人数の問題か。 

・〔梅田〕英語で発表を作ると決めてしまえば、生徒たちはできると思いますが。 

→ 要旨を英語で発表させるなど、段階的に進めていきたい。 

協議資料 

（１）学校の様子について 

（２）平成 31年度 学校経営計画及び学校評価 

（３）令和 2年度 学校経営計画及び学校評価 

（４）過去 3年間の推薦入学試験結果 

（５）令和元年度四條畷高等学校国際交流事業 

（６）NAWATE SPIRAL 

（７）令和元年度 第 3回学校運営協議会 

 


